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要旨 
 

恋愛関係の形はそれぞれの国の文化によって異なる。特に青少年から大人へと成
長する若者世代にとっては重要である。また、個人によってもどのように恋愛関
係を築き、どのように維持するかは違う。この論文は日本とアメリカの大学生が
デートをどのように観ているのか、その違いがパートナーを見つけることにどの
ように影響しているのか。勉学とデートや恋愛とのバランスをどのようにとって
いるのか。そして恋愛関係を続けたいと思う要因には、どのようなものがあげら
れるかをアンケート調査を行い調べた。その結果、日本の学生は恋愛に対して、
よりリベラルな考え方を持っていることが明らかになった。興味深い事に、恋愛
の仕方は国によって違いが見られたが、両国共ステレオタイプとは違った回答が
得られた。日本の学生もアメリカの学生も、勉学を恋愛より優先するが日本人は
自分からはあまり相手には連絡しない傾向があるのに対しアメリカの学生はより
頻繁に相手に連絡する傾向があることがわかった。  

 
はじめに 

この論文では日本の大学生とアメリカの大学生が恋愛相手をどのように見
つけ、彼らの関係をどのように維持するのかを比較する。また、個人の価
値観と社会の価値観は恋愛関係を始まることにどのように影響しているの
かを明らかにする。 
さらに、どのようにパートナーを見つけることと、どのような関係が築か
れるかの間に相関関係があるか。さらに、日米の恋愛の概念を紹介し、社
会がその概念にどのように影響しているかを調べる。私達はこの研究にお
いて、両国で大学生の恋愛事情のステレオタイプと現実を比較したい。 
 
 

1．研究の重要性 

1.1　リゼット：なぜ私がこの議題を選んだかというと、日本で留学していた時に取っ

た授業の中で、日本社会における女性の役割について学び、その時初めて合コンについ

て知った。その時から、日米間で恋愛事情に対する認識に違いがある事に気付き、日本

とアメリカ独自の恋愛事情についてもっと深く知りたいと思ったからである。 
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1.2　アディ：私の場合は、今国際恋愛をしており、日本で留学していた時に、文化の

違いが私たちの関係にどう影響するかよく聞かれ、もっとこのことに認識を深めたかっ

たからである。また、恋愛中に文化の違いによって生じる摩擦をできるだけ避けるた

め、日本とアメリカの恋愛事情の文化についてもっと深く知りたいと思ったからであ

る。 

 

 

2．研究質問 

１．日本とアメリカの大学生が恋愛をする上で、それぞれどのような認識の違いがパー

トナー間にあるか。そして、その認識の違いがどのように彼らに影響しているか。 

２．日米大学生には恋愛と勉強に対する姿勢について、どのような違いがあるのか。 

３．恋愛関係を続けようとする要因は何か。 

 

3．研究背景 

3.1　恋愛の価値観 

外部と内部の価値観にも色々な見方がある。特に、外部の価値観には許される行

為とするべきではない行為の基準やその価値観の実用的な応用がる。　例えば、女性が

性的に積極的であれば否定的に見られる。そして、内部の価値観は、個人の体験や日常

行動による。例えば、セックスに興味がない女性も否定的で堅物の人とみなされる傾向

にある。 

3.2　恋愛の6種類 

恋愛には３つの見解がある。それは相手に対する感情や欲求のあり方、お互いが

相手に望み期待する事柄、そして長期的な恋愛関係なのか短期的な恋愛関係かである。

それらはさらに次の６つのタイプにわけられる。エロス（美への愛）、ルダス（遊びの

愛）、ストルゲ（友愛的な愛）の

三つのタイプから成る。さらに、

エロスとルダスを混ぜると、熱狂

的な愛・マニアになり、エロスと

ストルゲを合わせると献身的な
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愛・アガペーとなり、ルダスとストルゲをあわせると実利的な愛・プラグマという複合

型のタイプが生まれる。 

 

3.3　日米における恋愛関係 

どのように恋愛関係が始まるかというのは、アメリカと日本とで異なる。日本の

場合、合コン、つまり異なる組織、サークルなどに属しグループでお見合いしたり、告

白、つまり心の中に秘めている想いを相手に打ち明けて関係が始まる。アメリカの場

合、一度だけの関係を持つフックアップや、同じ時期に二人以上の人とデートに行くカ

ジュアルなデート等で関係が始まるようだ。 

3.4　男女間の恋愛関係 

真剣な交際に関しては日本もアメリカも同じで、家族に交際相手を紹介したり、

同棲生活をしたり、恋人関係になることから始まる。日本人は「好き」という言葉をよ

く使る。例えば｢あなたのことが好きです｣などだ。アメリカ人は「愛している」という

表現を使いますが、日本人が「愛している」という言葉を使うのは恋人にだけである。 

 

3.5　社会的影響 

日本には内、外という概念があり、よく引用されるのは「甘え」という概念であ

る。それは周りの人に好かれて、人に依存したり、人の好意をあてにする気持ちのこと

だ。また、会社もそのような行動したりするも含まれる。アメリカの場合は、もし相手

との関係が終わったとしても、面倒な煩わしい思い、未練、後悔もなく終われる淡泊な

関係を好む。その反面、アメリカンドリームとして知られているように多くのアメリカ

人は子供、パートナー、自分の家を守り常に幸せな生活を目標としている。 

 

3.6　学校と恋愛 

アンサリによると、日本の場合は、16～24歳の女性の46％は性的接触を好まな

いが、同い年の男性の２５％も同じように考えているようだ。。しかし、現実では調査

対象者の60.8％の人は恋愛関係に興味があるし、調査対象者の男性86.3％と女性89.4％

はいつか結婚する考えだ。また交際していない人の37.6％は恋人が欲しくないというこ

ともわかっている。 
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アメリカの場合、フィシェルによると、学業と就職活動に集中するために、大学

生は短期でカジュアルな恋愛を好んでいるとしている。StatisticBrainによると、現実に

は32.5％の大学生の恋愛関係は遠距離恋愛。USA Todayによると、大学4年生の２５％

は未経験者、そしてIndependent Women's Forumによると、大学4年生の3割は交際し

た経験が2回以下であることが分かった。 

 

4．研究 

4.1　研究の対象 

この調査には１６０人の大学生が参加した。日本人８０人、内男子３０人、女子５０人

と、アメリカ人８０人、内男子３０人、女子５０人である。 

 

4.2　研究方法 

アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、グーグルフォームで データを集めた。 

 

5．結果 

5.1　研究質問1：日本とアメリカの大学生が恋愛をする上で、それぞれどのような認識

の違いがパートナー間にあるか。そして、その認識の違いがどのように彼らに影響して

いるか。 
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図1：恋愛・学校・アルバイトの重要性

 

 

 

まず、図1からわかるように、回答者に恋愛/学校/そしてアルバイトの重要性を評価し

た。日本人の学生もアメリカ人の学生も勉学を最も重要だと考えてるが、日本人はアル

バイトよりも恋愛の方を、アメリカ人は恋愛よりもアルバイトの方を重要視しているよ

うだ。 
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図2：大学在学中に、何人の人と交際したか。 

そして、「大学在学中に、何人の人と交際したか｣という質問に関しては、日本人もア

メリカ人も交際した人数には大きな違いはなかったが、驚いたことに交際したことがな

いと答えた割合は日本人の方が多かった （図2参照）。 

 

図3：一般的に大学生の恋愛はどれくらい続くと思うか。 
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図3から分かるように、一般的に大学生の恋愛が続く期間と実際に恋愛関係がどれくら

い続いたのかを質問したところ、日本人の大学生が長期的関係を好むのに対し、アメリ

カ人の大学生はより短期的な関係を好んでいることが分かりました。 

 

図4：平均的にあなたの大学在学中の恋愛はどれくらい続いているか。 

一般的に大学生の恋愛が続く期間と実際に恋愛関係がどれくらい続いたのかを質問した

ところ、日本人の大学生が長期的関係を好むのに対し、アメリカ人の大学生はより短期

的な関係を好んでいることが分かった(図4参照)。 

 

5.2　研究質問1のまとめ 

両学生も恋愛より学業を優先するが、アメリカ人は日本人と比べて恋愛を優先し

ていないようた。恋愛関係が続く期間を自分たちの経験をもとに予想して答えると、ア

メリカ人は短期間な恋愛を、日本人は長期間な恋愛をしているようである。交際したこ

とのない日本人の割合は全体の3分の1だったが、アメリカ人と大差はなかった。 

 

5.3　研究質問2：日本人とアメリカ人の大学生の間で、恋愛と勉強に対する姿勢につい

て、どのような違いがあるのか。 
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図5：一般的に、恋人に週に何回くらい会うべきだと思うか。 

 

 

 

図5から分かるように、「一般的に、恋人に週に何回くらい会うべきだと思うか」とい

う質問に対して、「最低１回」と答えた日本人が約５割に対し、アメリカ人の約５割が

「２〜３回」と答え、アメリカ人の方が恋人に会うべきだと思う回数が多かった。 
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図6：週に何回くらい恋人に連絡するべきだと思うか。

 

 

 

「週に何回くらい恋人に連絡するべきだと思うか」という質問には、アメリカ人は日本

人より毎日恋人に連絡するべきだという割合が高かった(図6参照)。 

 

図7：どのタイミングで相手に告白をするか。 
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図7から分かるように、「どのタイミングで相手に告白をしますか。」という質問に関

しては、日本人の方が早めに（２〜３回デートした後）告白する傾向にある。 

 

図8：下記のテートのタイプにどのくらい抵抗があるか。 
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最後に、回答者にブラインドデートに行くこと、カジュアルなデート、セフレになるこ

と、一度だけの関係を持つことに対して、それぞれどのくらい抵抗があるのかを評価し

た。日本人に比べ、アメリカ人はこれらの概念に抵抗がないと答えた人が多かった(図8

参照)。 
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5.4　研究質問2のまとめ 

アメリカ人の方が恋人に、より頻繁に会うべきだと答えた。さらに、アメリカ人

の方が交際相手とより多く連絡をとる傾向にある。日本人はアメリカ人と比べてやや早

い段階での告白を好むが、先行文献で述べられている告白の段階よりも遅いことが分

かった。告白は日本の価値観であるが、告白は必要ないと答えた日本人の学生はアメリ

カ人より多かった。 

 

5.5　研究質問3：恋愛関係を維持しようとする要因は何か。 

 

図9：恋愛関係を維持しようとする要因。 
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図9から分かるように、「恋愛関係を維持しようとする要因は何か」という質問に対し

て、一般論に反して、真剣な交際を続けるために必要なこととして、日本人の最も回答

数が多かった要因は「親密な関係」だったのに対し、アメリカ人は「共通の趣味」を挙

げた。 

 

図10：真剣に付き合えるパートナーを見つけられる場所　 

 

 



ギンゴールド/マルチネス 14 

回答者に真剣に付き合えるパートナーを見つけられる場所はどこかについて回答した。

アメリカ人は様々な場所で恋愛関係が始まる可能性があると答えたが、日本人は特にア

ルバイト先や学校でその可能性があると思っているようだ。しかし、日本人はオンライ

ンでの出会いに対して非常に否定的である(図10参照)。 

 

5.6　研究質問3のまとめ 

両学生とも共通の趣味、外見、そして親密な関係を恋愛関係を維持するために必

要な要因として考えているようだが、日本人はアメリカ人より、外見と親密な関係を重

要視した。どちらの学生も真剣に付き合える交際相手を学校、または友人を通じて知り

合うことを好むが、日本人はアルバイト先を一番出会う可能性が高い場所であると答え

た。さらに、日本人はオンラインデートやブラインドデートに抵抗があるのに対し、ア

メリカ人はあまり同僚と付き合わないと回答した。 

 

6．結論と考察 

研究結果より、日米の大学生間において、付き合い始めるときに考える目標の違

いが見られました。アメリカ人はパートナーを見つけることに焦点を置くのに対し、日

本人は長期的な関係を持つことに焦点を置いているようでした。また、日本人は出会い

に対して保守的であるようだ。アンケートの結果より、日本人はオンラインやカジュア

ルデートに対して否定的な反応を示し、告白のタイミングがアメリカ人より早い傾向が

あることが分かった。さらに、日本人は恋愛関係を維持する理由として親密な関係を選

んだ。このことより、日本人は長期的かつ真剣な交際をしたいと考えているのかもしれ

ない。 

 

7．研究の限界点と将来の研究課題 

Lack of corresponding words in either language 

Translation of specific culturally wellknown concepts 

Degrees of severity  

Like/love,  committed relationship/ready for marriage 

Geographic location 
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Majority of Americans are in California, whereas Japanese came from a wider variety of 

regions 

Many Japanese participants had experience abroad, which may have influenced their 

view on this topic  

気づいた難しい点には、英語と日本語で、相互に対応する言葉がなく、特によく知られ

た文化の概念をはっきり翻訳することが出来なかった。例えば、「好き」と「愛してい

る」や「真剣な関係」と「結婚への意識」の認識が文化によって違う。そして、日本人

に関しては日本全国の学生の回答者が得られたが、アメリカ人はカリフォルニア州の学

生がほとんどで、多くの日本人回答者は海外経験があり、それが彼らの考え方に影響を

及ぼしているかもしれないと思った。今度は、海外経験がある大学生の恋愛事情と結婚

につながる付き合いに対する意見について研究を行いたいと思う。 
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